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会    議    録 
(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 企画政策課 

会議名 

(審議会等名) 
令和５年度 第２回 嬉野市総合戦略推進委員会 

開催日時 令和６年３月２５日(月)  １０:００～１１:２０ 

開催場所 嬉野市塩田公民館２階 第二研修室 

会議の公開の可否 ○可  ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 ０人  

公開不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 

(敬称略) 

戸田順一郎、石川政広、靏田英樹、西川潤一、深村頌子、 

大門光 

事務局 総合戦略推進部長、企画政策課長、副課長 

その他  

会議の議題 

① 委員長あいさつ 

② 次年度以降に向けた第 2期総合戦略の改訂（見直し等）について 

③ その他 

 

配布資料 

① 令和５年度第２回嬉野市総合戦略推進委員会次第 

② 第２期嬉野市総合戦略推進委員会 委員名簿 

③ 【R6.3改訂(案)】第 2期嬉野市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 

審議等の内容 別紙のとおり 
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審 議 等 の 内 容 
(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

所管課 企画政策課 

議 題 １．【R6.3改訂(案)】第 2期嬉野市まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

内 容 １．事務局より説明。委員質問・事務局回答、委員の意見等 

審議経過 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（【R6.3改訂(案)】第 2期嬉野市まち・ひと・しごと創生総合戦略に

ついて説明） 

表紙 

R6.3月に総合戦略を改定。 

 

6P目 分野横断的取組み 

・地域における DXの推進 

修正等ではないが、令和 6年度に市民課でデジ田交付金デジタル実装

タイプ TYPE1を活用し「郵送請求キャッシュレスサービス事業」を予

定。戸籍等の郵送請求については、現状郵便為替のみの取り扱いとな

っている。このため、キャッシュレス対応を行うために計画してい

る。 

 

6P目 分野横断的取組み 

・ゼロカーボンシティの実現に向けた取組み 

R5.2.21嬉野市「ゼロカーボンシティ」宣言をしている。これに伴い

「嬉野市脱炭素推進事業計画」というものを現在策定中。関連して

「嬉野市地球温暖化実行計画」見直し及び策定。（事務事業編・区域

施策編）事業所用生ごみ処理機設置補助金を令和 6年度より新規で予

定。20kg/1日以上の処理能力を持ったものについて購入 orリース費

用の 1/2を補助。上限 100万円。リースの場合は 20万円/1年×5ヶ

年分の 100万円。 

 

<基本目標①>嬉野市に住みたい・行きたい“ひと”の流れをつくる 

9P目 (1)新幹線を活かしたまちづくりの推進 

(具体的な施策) 

・新たな交通拠点の誕生を契機とした～ 

デジ田交付金地方創生推進タイプを活用し、「I   URESHINO」新たな交

流拠点の誕生を契機に取り組む未来技術を活かした観光まちづくり事

業を実施。 

 

10P目 (2)観光まちづくりの推進・国際交流活動の推進 

(具体的な施策) 

・観光 DXを用いてターゲットやニーズを～ 

「観光 DXを用いて」を追記。具体的には消費動向の分析等の分野に

おいて DXを推進する。 

・嬉野の自然環境やライフスタイル(暮らし観光)を活かした～ 

令和 6年度において「移住コーディネーター業務」を計画。任期満了

後退任された地域おこし協力隊の方に引き続き移住関連施策の一部に
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議長 

 

 

 

事務局 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

事務局 

 

 

 

ついて業務委託する。移住者に向けた「暮らし観光まち歩き」につい

て計画。 

 

11P目 (3)移住・定住したいまちの推進 

本文中 

●移住・定住希望者に向け、豊かな自然環境や地域資源等の～ 

現状、協力隊の方に移住・定住についての情報発信をしてもらってい

る。協力隊退任後も引き続き「移住コーディネーター業務」の中で情

報発信等を行っていただくよう事業を計画している。 

●都市部等での移住相談会の開催や実際に嬉野での生活を体験しても

らう「おためし移住制度」の導入など、～ 

の導入など → を活用し(文言修正)R4から制度は本格的に稼働。 

 

13P目 (5)人と地域が元気になるスポーツの推進 

(具体的な施策) 

・魅力あるスポーツイベントやスポーツキャンプ・合宿等の開催・誘

致 

2024年は、国スポ・全障スポが佐賀県内において開催。大会の準備事

業。 

 

14P目 (6)ひとにやさしいまちづくりの推進 

前回会議において委員の方からお話があった「図書館の読書バリアフ

リー」について。担当課へ確認を取ったところ、県立図書館において

は取組を進めているとのこと。今後は市町へ徐々に広がっていく方向

になろうかと思う。 

 

15P目 (7)ふるさと教育の推進・関わりたいまちの推進 

(具体的な施策) 

・本市に関わりを持ってもらうためのシティプロモーション等の強化 

令和 6年度事業として、「市民向けまち歩き事業」「市民宣伝部事業(ex

小豆島カメラ）そこに住む地域住民が情報発信を行うもの)」「市外向

けインフルエンサーマーケティング事業」を計画。 

 

今回のこの会議の狙いを教えてほしい。改訂版の文言、とりわけ具体

的な施策に関する追記について皆さんに議論いただくのがメイン？KPI

の現状確認は別の会議？ 

 

KPIの現状等については前回会議の内容となります。次年度以降に向

けた計画について議論いただくものとなります。 

 

次年度の具体的に動き出しそうな取組、交付金事業を踏まえて、それ

を反映させた形での具体的な施策等の文言について議論いただくこと

ですかね。 

 

はい。 

 

デジ田関連交付金の一覧は前回？ 

 

前回です。臨時交付金と併せて示しているところです。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<基本目標②>嬉野市で働きたい“しごと”をつくる 

17P目 (1)企業誘致ビルを活用した新たな雇用の創出 

(具体的な施策) 

・企業進出しやすい企業誘致支援制度の拡充 

「進出企業マッチングイベント」「企業誘致奨励金」「オフィス環境整

備費補助金」「ゼミ合宿等宿泊費助成事業補助金」といったものを計

画。 

 

19P目 (3)魅力ある地域商工業の創造 

(具体的な施策) 

・県や商工団体等と連携した地元企業の経営支援および～ 

「肥前吉田焼産地再生チャレンジ推進協議会負担金」 

県・市・民間事業者が入った肥前吉田焼産地再生チャレンジ推進協議

会を構成。負担金を県・市が出し合って担い手育成・産業振興等を実

施。 

・キャッシュレス決済導入の促進・支援 → 項目削除 

市内店舗にも一定数キャッシュレス決済が導入され、目的がある程度

達成されたため。 

・地場産品をはじめとする地域資源を活用した商品の生産から～ 

→ 項目削除 

西洋野菜(ビーツ等)や、きゅうり等の農産物(地場産品)において、こ

れまでの支援策で、ある程度効果があり、自走できる準備が整ったた

め。 

 

20P目 (4)うれしの茶の生産振興と販路・需要開拓 

【重要業績評価指標(KPI)】 

海外販路開拓に向けた商談成立件数 目標値 50件 → 70件 

R4年度決算時点で 50件となり、当初の目標値を達成したため上方修

正。 

 

<基本目標③>嬉野市で結婚・出産・子育てしたい“まち”をつくる 

25P目 (2)妊娠・出産・子育てまでの切れ目のない支援 

「子ども・子育て支援事業」「妊娠・出産包括支援事業」「安心子育て

支援事業」「ゆっつら子育て応援事業」これらの事業展開を計画してい

る。 

●少子化・核家族化の進展や夫婦共働き家庭の増加など、子どもを～ 

本文中「母子医療にかかる体制の確保および母子保健に関する～」 

母子保健関する～ → 母子保健に関する～ 

脱字修正。 

(具体的な施策) 

・ゆっつら子育て応援給付金の給付 → 項目追加 

令和 5年度からこちらの事業は開始。給付金により妊娠・出産に関す

る経済的な支援を行い、伴走型相談支援を行うことで安心した出産・

子育てができることを目的とする。 

 

26P目 (3)安心して子どもを育てられる環境づくりの推進 

【重要業績評価指標(KPI)】 

ファミリー・サポート・センター事業利用者数 

目標値 700人/年 → 800人/年 

利用者について、令和 4年度決算時で 727人となり、当初の目標値を

達成したため上方修正。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(具体的な施策) 

・早期支援コーディネーターによる幼保小連携および～ 

大草野小学校放課後児童クラブ施設整備事業(子ども・子育て支援整備

事業) 

・女性活躍の場を拡大するための取組推進 

デジ田交付金地方創生推進タイプを活用した「女性が輝くまちづくり

推進事業(スポーツフューチャーセンターうれしの)」を立ち上げフュ

ーチャーセッションを実施。 

 

27P目 (4)特色ある教育の推進と確かな学力の育成 

(具体的な施策) 

・小学校の「子ども学校塾」による～ 

「子ども学校塾」 → 文言削除 

小学校の「子ども学校塾」については、事業を実施していないため。 

・国語辞典の支給・活用による語彙力等の育成 

支給 → 文言削除 

辞書の支給をしていないため。 

・オンライン英会話による児童生徒の個別最適な学習の充実と「使え

る英語力」の育成 → 項目追加 

英語活動支援事業(オンライン英会話)を計画。東南アジアの方とリモ

ートで繋ぎ 1対 1での学習。 

・多岐にわたる総合的な学習環境の整備 → 項目追加 

企業版ふるさと納税の活用を見据え追加。今までは(4)本文中の●基本

的な学習態度を培うとともに、～学習環境を整備します。のところで

該当させてきていたが、より分かりやすく整理するために項目を追加

している。 

 

<基本目標④>嬉野市で安心して暮らしたい“地域”をつくる 

30P目 (2)安全・安心なまちづくりの推進 

(具体的な施策) 

・「すべてのひと・自然にやさしい安全・安心なうれし舎(や)」を基本

理念とした新庁舎整備 → 項目追加 

新庁舎整備を見据え追加。 

 

31P目 (3)健康長寿のまちづくりの推進 

「健康マイレージ事業」「がん検診」「特定検診・特定保健指導」これ

らの事業展開を計画。 

【重要業績評価指標(KPI)】 

指標名 

特定健康診査受診率 → 特定健康診査実施率 文言修正 

言葉の意味合いとしては変わらない。 

特定保健指導受診率 → 特定保健指導実施率 文言修正 

言葉の意味合いとしては変わらない。 

これらの KPIについて。データヘルス計画というものを健康部局によ

って策定。第 2期データヘルス計画期間が H30～R5。次期計画が R6～

となるため、基準値を反映させた場合 47.1%(R4)となる。本総合戦略

は R5年度末の改定となるため、今回は修正しない。 

目標値についても第 3期データヘルス計画 R6～R11を反映させた場

合、目標値が現状値ぐらいの数字が入ってきてしまう。第 3期の最終

的な目標値は総合戦略の R6目標値である 60.0%以上となっているため

目標値についても今回は修正しない。 
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事務局 

 

 

 

 

 

議長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

32P目 (4)誰もが元気で住み続けられるまちづくりの推進 

【重要業績評価指標(KPI)】 

認知症サポーター数 目標値 2,300人 → 2,550人 上方修正 

令和 5年度実績値を勘案すれば、既に目標値に達している。今後も増

加に向けて取り組んでいくため。 

 

皆様方からご意見・ご質問等いかがでしょうか。 

 

26P目 (3)安心して子どもを育てられる環境づくりの推進について 

個人向けのことについてはすごく書いてあるが、子どもを育てる家庭

のために職場の事とかの記載がない。つい先日、うちの会社でも子ど

もが 5歳になるまでは 2時間の時短勤務を認めて 2時間分は基本給が

下がるが同額分の育児手当を給付している。10年ほど前から実施して

いる。事務員の募集をしたらすごくたくさんの人が集まってくれる。

そういうことを実施している会社はあまりないといった意見も頂戴す

る。5歳を超えるタイミングで今後どうしたら良いかといった社員か

らの相談もあり、すごく悩んでいる。生活の基盤を作るための企業に

対してこういう働きかけをしますとか、企業に対してこういう助成を

しますとか、どこの会社も子育て世代に助成を出せる会社ばかりでは

ないと思うので、そういう部分についても追加していく必要があるの

では。 

33P目 (5)地域における身近な移動手段の確保について 

バス路線・タクシーのことで確保しますと記載があるが、これが事業

として進んでいるのか、進んでいないのか、実際問題タクシーが全然

つかまらないとかいう話もよく聞くし、バスは走っているが路線が正

しく設定されているのか進捗状況がわからない部分がある。ずっと同

じ文言のまま何年もきていると思う。タクシーも減って、嬉野はお昼

の観光人口は増えているが、夜は夜でそれなりの需要があるまちだと

思うが、夜きた人が帰れないとか最近すごくよく聞く。その辺どうい

う話し合いがなされているのかというのは気になる。 

 

改訂がないというところで言葉が悪いですが、「現状維持」といった状

態だと思います。特にバス路線とかは、市からも補助を入れていると

ころもありますので最低限の部分は維持をするといったことになって

います。タクシーは確かに最近は夜は 11:00くらいで動いていないと

思います。タクシー事業者との関係性もありますので事務局の方で把

握し、ご報告する形をとりたいと思います。 

 

子育て世代の就業環境だったり、支援だったり現状とりくみはあるの

か。 

 

担当課に確認をとりたいと思います。実際に計画中に企業等に対する

記載がないこともありますので、そういった部分での考えが抜けてい

ることも考えられます。 

 

うちの会社は元々は国の制度を使ってたまたま見つけて、県に相談し

に行ったら色々教えてくれた。一番最初の取り掛かりは 2年ぐらいは

補助をしますとかいうのもあって、最初は子育て世代だけというのは

会社としてもやりづらかったが、会社に対する言い訳として「国から

補助が出て実費はない」といったことでスタートさせることができ

た。会社の中にいると、子育てが終了した世代はどうしても子育て世

代だけを優遇することに対して精神的に抵抗がある。どうしても治ら
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

ないところはある。この人たちは、子育てをするために少し得をする

んだけども、あなたたちは損をすることはないですよ。と。後は介護

と子育てを同じ条件にして介護についても時短勤務を整備した。その

辺も含めて例えば、補助はできなくても指導・助言・こういった例が

ありますよと言った告知等はあった方が良いのかなと思う。 

 

ますは現状把握に努めたいと思います。 

26P目 (3)安心して子どもを育てられる環境づくりの推進 

この部分については、上から 3つめの●に職場に関しての大きな枠組

みの部分は記載があります。市独自としての具体的な施策までには至

っていません。ご意見いただいているような部分を市として取り組め

る部分があるのか、給付の部分にまでは至らないかもしれませんが先

進事例の紹介等を行うことでの広がりとかを意識しながら担当課にも

働きかけを行い、その中で施策立案をすべきかと思います。 

 

このまち中ではうちよりも小さい会社もたくさんあって、お金は国か

ら貰えば良いと思うが、国がこういった事業を実施していてサポート

してますよということを調べる余力がない会社もたくさんあると思

う。そこを案内するだけの働きかけでも良いので導入しやすくなるの

かなとは思う。 

 

そういった案内ができるような取り組みも一つかなと思います。 

 

次の改訂版にはそういった記載ができればと思う。 

 

27P目 (4)特色ある教育の推進と確かな学力の育成について 

具体的な施策の中の「子ども学習塾」また「国語辞典の支給」は文言

を削除ということだが、文言だけの削除だと「小学校の学習習慣の定

着～」「国語辞典の活用による語彙力等の育成」となり、削除した文言

が入っていたからこそ活きるような文章のように思うが。これが抜け

ちゃうといきなり「国語辞典の活用による語彙力等の育成」わざわざ

記載する必要があるのか疑問がある。 

 

私も同じ点について指摘しようと思っていたが、これはかなり具体的

な文言があって削除されているので、やっていないから削除するとい

うのはマズい気がする。当初は想定していた事業があったはずであ

る。 

 

元々は「子ども学習塾」も「国語辞典の支給」もやっていたと思いま

す。支給の文言がなければ、項目削除でも良いような気もします。中

学校の「放課後等補充学習支援事業」は現在でもやっていると思いま

す。具体的な施策の部分ですので、何か変わりになるような語彙力と

いった部分については、新聞を使った学習等もやっているようですの

でそういった所も出しながらとは思います。 

 

単年度の計画ではなく、5年間のものなので出したり、引いたりする

部分は必要だとは思うが、基準年から目標年までやったことの一つで

はあると思うので... 

 

それであれば、残していても良いのかなとも思います。どの時点でそ

れが無くなったのかというのはあると思いますが、立案・計画を立て

た時点では実際に取り組んでいた。 
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委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

議長 

 

事務局 

 

 

議長 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

議長 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

議長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

中止した時期の把握ができれば、何年から何年まではやっていて止め

た後、こういう風に推移してるのでやっぱりやった方がいいよねと

か、無くなって良いのであればそこで完全に削除とかの方が良いと思

う。 

 

それでいけば、今回は、文言削除はとりやめて残しておく方向で調整

をとりたいと思います。 

 

残したうえで、それに代わるものがあれば良いと思うが... 

 

多分、現状ない状況だと思います。「子ども学習塾」も保護者からは好

評だったと聞いている。 

 

なんでなくなったのか？お金の問題？ 

 

お金の問題もあると思いますが、担い手の人材不足といった話も聞き

ました。 

 

学校の先生ですか？ 

 

地域の方だったり、ボランティアみたいな形の運用だったと思う。 

 

学力の育成といった部分は大きな目標のところだと思うので... 

 

止めた詳細な理由は担当課に確認しないとわからないです。 

 

国語辞典は、入学時に配布？ 

 

確か 3年生だったと思います。 

 

それは予算の問題？ 

 

詳しいところは担当課に確認します。 

 

ライオンズやロータリーに寄附してもらうとか。 

 

寄附は教育委員会へあったりしていると思いますけどね。 

 

国語辞典あった方がいいんでしょうね。今はもうみんな使っていない

と思う。なかなか。 

 

特に最近はタブレットを使った授業も実施していますので... 

この計画は令和 2年度からですけど、その中で学力向上で推進してい

る事業の一つを切り取って、特色ある事業として取り組んでいますよ

と、それに代わるものとして何らかのものはあるとは思いますが、そ

こも含めて今後は各分野、具体的な施策を挙げてもらうという形をと

りたいと思います。 

 

ここは少なくとも文言の工夫をした方がよいのかなと思う。 
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議長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

事務局 

 

そのほかいかがでしょうか。 

 

19P目 (3)魅力ある地域商工業の創造 

(具体的な施策) 

・キャッシュレス決済導入の促進・支援 について 

こちらは削除となっているが、今、佐賀県も他の金融機関と連携しキ

ャッシュレスの推進を行っているところである。項目理由に記載があ

るが「一定数キャッシュレス決済が導入され、目的がある程度達成さ

れたため。」と書いてあり、もちろんそうだとは思うが、まだまだ銀行

へ両替だとか現金をお持ちになったりだとかまだまだそういうお客さ

んは多数いらっしゃる。よければ残しておいて欲しいと思う。 

 

ニュースにもなっていましたが、佐賀県はキャッシュレス普及率が全

国的にも低い模様です。担当課へ確認はしたところでしたが、市とし

ての事業の中では「ある程度達成している。」という位置づけなので

R6事業においての取組は考えていないみたいでした。佐賀県は全国的

にも普及率が低いのであれば、削除しない方が良いようにも思う。 

事前に各担当課よりあげてもらっていたところですが、「今実施してい

ない事業」については削除したがる傾向にあると思います。「やってい

ないと言われる。」といった心理が働くためと思う。事務局としまして

もはずすべきではないだろうという見解でした。具体的な補助制度等

がなくなったにしても推進していくべきだとは思います。こうした意

見があったことは担当課にも伝え共有いたします。 

 

改訂というものをどう捉えるか、部局や人によって違うと変わってし

まうということだと思う。残した方が良いと思う。R2年度に作ったも

のがベースとなり、部分改定をしているだけである。 

 

私から質問良いでしょうか。一つは、10P目の事業移住コーディネー

ター業務。どういった部局が担ってどういった目的でなされているも

のなのか。 

 

11P目に移住・定住のなかでも「まち歩き」、移住者のコミュニティ形

成を狙いながら実施する部分は企画政策課で実施します。市民向けの

「まち歩き」でいけばシビックプライドの醸成の部分は広報・広聴課

で実施します。 

 

対象が違ったり、目的が違ったりして、担当部局が違いながらもやろ

うとしている事業は非常に近いものであると思うその辺りは縦割りに

ならずに上手く連携して進められると良いなと思う。 

 

事の起こりとしては、企画政策課としてまち歩き事業を移住者向けと

いうことで計画をしていたが、広報・広聴課はシビックプライドの醸

成にもつながるのではないかといったことでうちも取り組みたいとい

った話がありました。その部分での共有というのはしっかりできてい

ます。 

 

自分も先日、案内していただいたが、観光コンテンツとしても非常に

魅力的だと思う。色んな広がり方がありえるのかなと思う。 

 

広がりをみせられたらなと思います。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

事務局 

 

議長 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

はじめは、移住者のコミュニティづくりのために実施していました。

こういった部分、地域に溶け込むといったところでのフォローを大事

にしていかないといけないといったところからはじまったと思いま

す。市内の方、市外の方等についても参加したいといった声もありシ

ティプロモーション、シビックプライドの醸成にも活かせないかとい

ったところで広がった事業となります。 

 

もう一点。17P目の進出企業マッチングイベントについて。これは新

しい事業？ 

 

今年度も実施している。 

 

どのような形で？ 

 

リバティにて嬉野市の誘致企業を中心に実施。3月とかの開催ではな

く年度途中の開催 9月、10月頃の開催であったと思う。中途で職を探

されている方、高校 2年生等が対象。 

 

マッチングというのは就活？ 

 

就活です。進出企業のマッチングイベントについては、今年度就職希

望者の方へ武雄市、有田町、嬉野市の 3市町で観光分野での課題解決

等を広域で実施している事業がありますが、その中でも大きく観光が

メインでやっていましたが、企業誘致だとか働き手の確保、雇用の部

分も大事であるといった課題があったのでその中で実施したもので

す。企業に集まってもらって就職希望者とのマッチング会を実施した

ところです。 

和多屋等のオフィスに入られているところだったり、企業誘致ビルに

入られている企業が募集をかけてもなかなか人が集まらない状況があ

って、新たな企業が進出してくる場合、企業としては人材が集まるの

かといった不安もあります。そこの部分で進出企業と高校生、一般の

方との合同企業説明会をリバティで行っています。高校生の人たちに

も嬉野にこういった企業があるのかということを知ってもらうだけで

も違うのかなと、一旦外に出られても帰ってくる時の選択肢としても

増えますのでそういったことも考えて今年度からマッチングイベント

を開催しているところです。 

 

合同の会社説明会、就職採用イベントですね。そういった情報発信が

企業誘致にもつながる。 

 

6P目 地域における DXの推進 郵送請求キャッシュレスサービス事業

についてですけど、すごくありがたいです。為替の値段もあがってい

る。庁舎が一つになるということで塩田の方が「あそこまでとりにい

かんといかん。」といった声も既にある。証明書発行機能を塩田に残し

ていただくかはわかりませんが、今はマイナンバーでコンビニで戸籍

はとれる？確か大阪とかはコンビニでとれる。コンビニでとれたら少

しは楽になると思う。 

 

確かセブンイレブンでとったら、違う人のが出てきて問題になってい

た気もする。 
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事務局 

 

 

委員 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

出席委員 

 

議長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入するシステムで違います。もう少しお金を出せば戸籍まで取得で

きるとか。うちはそこまで手がだせていない状況です。 

 

自分は本籍が尼崎なので結構大変。 

 

確か 3月からは嬉野でも尼崎の戸籍がとれるようになっている。 

 

庁舎が一つになっても、その窓口機能は残ります。 

 

おばあちゃんたちの心配はなくなります。 

 

庁舎の統合は、それに伴って塩田庁舎でできているサービスが無くな

るということはない。逆に便利になるサービスを考えていますので、

今はどこの自治体もそうですけど、一回一回休んで庁舎に行かないと

いけないとかそういった部分での便利になる広がりは持たせたいと考

えています。書かない・廻らないみたいな市役所はどの自治体も意識

した動きをしていますので、そう遠くない将来にそのような形になる

かなと思います。 

 

それでは質疑応答はここまでとします。事務局より提案がありました

第二次総合戦略の改定について、提案された内容で、またこれまでの

ご意見を踏まえ改訂することとしてよいでしょうか。 

 

はい。 

 

ありがとうございます。それでは、こういった形で改訂することとい

たします。最後にその他の部分で事務局よりありますか。 

 

1点。現在の第 2期総合戦略の計画期間は令和 6年度までとなってい

ます。次年度、令和 6年度に第 3期改訂に向けて話を進めていきたい

と考えていますが、当市総合計画の計画期間が令和 7年度までとなっ

ています。総合戦略と 1年ずれています。佐賀県の動きとしまして、

総合計画と総合戦略を一体的に計画されています。当市としても事務

局案となりますが、基本線としまして総合計画と総合戦略を一体的に

策定したいと考えています。総合計画の関係部分が総合戦略であると

いった位置づけで進めさせていただけたらと考えています。基本線の

ことを考えたら現計画(総合戦略)を 1年ないし 2年延長するような形

で総合計画と一緒に策定していくという方法を考えています。実際の

改定までの内容の話につきましては令和 6年度に計画します。このた

め会議の回数が増えることになろうかと思いますが、令和 6年度の委

員会の中で改訂についての協議をさせていただけたらと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

総合計画は最上位計画でその中に市がやるべきこと等が掲げてありま

すが、これの下に交付金等の話もありましたが、交付金を国から受け

るときは総合戦略を策定しなければならないといったことがありま

す。色々な議論がなされている中で先ほど紹介があったように県は総

合計画に総合戦略が引っ付けてあります。当市ほかは改定の時期も違

ってきていて嬉野市は総合計画が令和 7年度までとなります。総合計

画は令和 7年度中に見直しをすることとなります。総合戦略は令和 6

年度までですので時期があっていないですので一緒に変えることがで

きませんので、それをどうしようかという話を来年度 1回か 2回させ

ていただきたいということです。中身については今までやってきたん
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議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

事務局 

ですが、ほぼ網羅している部分が、同じことを書いている部分が結構

ありますのでその辺を協議いただこうかなと思います。これは今後に

なりますので今日どうこうということではありません。どういった形

が一番良いかという部分を委員会で協議いただきます。 

 

総合戦略と総合計画の重複は始まったときから言われてきた問題でも

あって他の部局へ説明するときも苦慮いただいていると考える。一本

化するのは賛成です。ただ、良い形で一本化してもらいたいという思

いはある。重複の部分は省いて良いだろうし、それを良い形を勉強し

てもらってどの様な実効性のある統合を調べてもらいたいと思う。そ

れは他の市町と共通するところと、嬉野市は総合計画を議会の議決事

項としていることと、市長の任期と併せている。総合計画をやめて総

合戦略にくっつけることもできない事情もあると思うので、市の事情

と他の市町の統合の良いやり方を両方にらみながら嬉野市としてのや

り方を探ってもらいたいと思う。 

 

市長の任期 4年、4年の 2期 8年で計画しています。今回は後期を作

成するときに大幅に総合計画の役割を総合戦略は KPIの数値目標を掲

げていますが、以前の総合計画もかなり KPI数値目標を掲げていまし

たが、役割分担をそれぞれ行うこととし総合計画は市の大きな計画で

すので細かい数値的な部分は総合戦略等の個別計画にまかせて、市へ

の愛着度・定住意識・幸福度 大きなところでの指標としています。

委員会の中での議論をいただきながら進めていきたいと思います。 

 

今はどうやって棲み分けるかの工夫を積み重ねてきたんですけど、も

う一歩踏み込んだところで... 

 

先ほどもありましたが、議決と言った部分でまだ調べきれていないと

ころもありますので、基本線は一本化ですが、まだ細かい部分での判

断はついていない状況ではあります。嬉野市にとって一番ベストな方

法を探った中でご提案できればと思います。 

 

 

閉会。 

 

その他 なし 

 


